
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市は、平成 30 年に「SDGs 未来都市」に選定され、ヨコハマ SDGs デザインセンターを中心に事業者・

市民の皆様と連携して、SDGs の取組を推進してきました。 

また、市営地下鉄においては、横浜交通開発株式会社とともに駅構内を有効活用することで、駅の賑わい

向上やお客様の利便性向上を図っています。 

 この度、温暖化対策統括本部、交通局、ヨコハマ SDGs デザインセンター及び横浜交通開発株式会社の四

者で連携協定を締結し、市営地下鉄関内駅構内のスペースを活用した駅ナカ啓発拠点「SDGs ステーション

横浜関内」を設置します。駅構内に SDGs 啓発拠点を設置する本事業は横浜市初の取組で、日頃から市営

地下鉄をご利用のお客様だけでなく、イベントや観光で関内を訪れる多くのお客様に、様々な角度から SDGs

未来都市・横浜の取組を発信し、行動を喚起する場として利用していきます。 

令和５年３月 28 日の供用開始日には、オープン記念イベントとして、先着 100 名様へのプレゼント企画

も実施します。 

なお、「SDGs ステーション横浜関内」としての供用期間終了後は、国際的な産学連携と観光・集客をテーマ

とした新たなまちづくりによりさらなる賑わいが創設される関内エリアを盛り上げるため、駅構内店舗として活用して

まいります。 

 

 

 

市民や来街者など多くの方が SDGs に関するサービスや取組に触れる場として活用します。 

   ● 期間 

     令和５年３月 28 日（火）から令和８年３月 31 日（火）まで 

   ● 場所 

     市営地下鉄関内駅地下１階（中区尾上町３丁目 42 番地） 

     駅事務室隣、第１出入口（横浜スタジアム方面）付近 

 

 

 

市営地下鉄関内駅構内に、市内初の駅ナカ拠点 

をオープン！ 

～SDGs 未来都市の普及啓発・浸透の取組を推進、シェアリングサービスも展開～ 

令和５年３月 15 日 
交 通 局 資 産 活 用 課 
温暖化対策統括本部 
SDGs 未来都市推進課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

１ 「SDGs ステーション横浜関内」とは 

“SDGsステーション横浜関内” 

ドトールコーヒーショップ SDGs ステーション横浜関内 
横浜スタジアム方面 

駅事務室 横浜スタジアム改札口 

（裏面あり） 



 

 

   ● 具体的な取組 

     ・横浜市 SDGs 認証制度”Y-SDGs”の認証事業者の SDGs に関連した取組の紹介 

     ・シェアリングサービス等 SDGs に関連したサービス・体験の場の提供 

     ・市内小中学校の SDGs をテーマとした作品展示や取組の紹介 など 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        「SDGs ステーション横浜関内」イメージ          シェアリングサービス [ChargeSPOT] 

＋認証事業者の取組紹介 イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ・SDGs をテーマとした展示スペース・イベントスペースの整備・企画運営等に関すること 

  ・SDGs に資する市営地下鉄を利用するお客様への利便施設の提供に関すること 

 

 

 

３月 28日（火）10時から 12時（予定） 

オープニングイベントとして、“SDGs 未来都市・ 

横浜 オリジナルエコバッグ”に車両ピンバッチなど 

市営交通グッズ等を詰め合わせた特別セットを、 

「SDGs ステーション横浜関内」にご来場の方 

先着 100名様にプレゼントします。 

 

                                     

 

２ 連携協定内容 

【参考】設置するシェアリングサービス 第１弾 [ChargeSPOT]について 

 株式会社 INFORICH が運営する、モバイルバッテリーのシェアリングサービスです。同社の協力を得て

「SDGs ステーション横浜関内」特別仕様として、使い方の説明を放映する時間以外はすべて、Y-SDGs

認証事業者の取組を紹介する機体を設置します。また、売上の一部を、本ステーションの運営費の一部に

充てることとなりました。市民の方が、便利で SDGs に寄与するシェアリングサービスに触れながら、事業者に

よる SDGs の取組にも自然に接していただくことを期待しています。 

 （ChargeSPOT: https://chargespot.jp/） 

３ オープニングイベント 

先着プレゼント(イメージ)  

https://chargespot.jp/


 

 

参考① ヨコハマ SDGs デザインセンター                                          
 

 

横浜市と民間事業者が共同で運営する組織で、SDGs の達成に

向け、市内外の多様な主体が持つニーズとシーズをつなぎ合わせる等

の取組を行っています。https://www.yokohama-sdgs.jp/  

◆横浜市 SDGs 認証制度”Y-SDGs” 概要 

SDGs 達成に向けて取り組む企業・団体を認証する制度です。認

証制度を活用して SDGs に取り組むことにより、持続可能な経営・

運営への転換、新たな顧客獲得、取引先の拡大や信頼度の向上に

つなげることを目指しています。 

 

 

参考② 横浜交通開発株式会社                                              
 

 

横浜交通開発株式会社は、昭和 63 年 2 月に設立された横浜

市交通局の外郭団体です。貸ビル、貸店舗、賃貸住宅、駐車場、

駐輪場などの不動産事業のほか、バス事業や地下鉄車内や駅構内

などを媒介とした広告代理店事業を展開し、幅広く地域社会に貢献

しています。https://www.yokohama-td.co.jp/ 

 

 

お問合せ先 

■市営地下鉄駅構内の有効活用に関すること 

交通局資産活用課長  瀬谷 直幹 

■展示スペース・イベントスペースの企画運営に関すること 

温暖化対策統括本部SDGs未来都市推進課担当課長 田邊 俊一       

ヨコハマSDGsデザインセンター 高山 亮太                        

■展示スペース・イベントスペースの整備に関すること 

横浜交通開発株式会社事業企画課長  菊地 文夫 

 

TEL 045-671-3210 

 

TEL 045-671-2477 

TEL 050-3749-7415 

  

TEL 045-620-7189 

 

 

https://www.yokohama-sdgs.jp/

